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●人のうごき（１月１日現在）
9,406人（－15）
男4,703人（－12）　女4,703人（－3）
出生3人　死亡10人　転入27人　転出35人
3,673世帯（－1）（　）内は前月比

目　次 02
04
06～07

テニスコート全面リニューアル
全国茶香服大会参加申込み受付中
確定申告始まります（２月16日～３月15日）

●平成30年成人式　１月７日（日）
　色鮮やかな振り袖や真新しいスーツに袖を通した新成人が、総合文化センターで
の成人式に出席しました。新成人は、久々の学友との再会に話が尽きない様子でし
た。（紙面１２ページ参照）

艶
や
か
な
振
り
袖
姿
で

成
人
式



こちら消防分署 宇治田原分署　☎88－5500

　
町
消
防
団
（
＝
今
西
晋
作
団

長
）
の
出
初
式
が
１
月
７
日

（
日
）、
住
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
、
消
防
団
員
ら
約
３

０
０
人
が
、
防
火
・
防
災
へ
の

想
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
消
防
団
を
先
頭

に
、
消
防
団
支
援
隊
、
工
業
団

地
自
衛
消
防
隊
、
禅
定
寺
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
、
京
田
辺
市
消
防

　
消
防
団
　
出
初
式

防
火
・
防
災
の
要
と
し
て

　
　
　
　
　
　決
意
新
た
に

署
宇
治
田
原
分
署
が
堂
々
と
し

た
分
列
行
進
を
披
露

　
そ
の
後
、
優
良
団
員
と
防
火

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者

へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
式
典
終

了
後
に
は
消
防
団
全
支
部
に
よ

る
一
斉
放
水
を
実
施
。
一
年
間

の
安
心
・
安
全
を
祈
念
し
ま
し

た
。

　
表
彰
者
は
次
の
皆
さ
ん
（
敬

称
略
）

▼
京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰
・

勤
功
章
▽
野
村
英
治

▼
京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰
・

精
績
章
▽
岡
本
博
和
▽
松
田
有

史▼
京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰
・

精
勤
章
▽
大
川
敬
剛
▽
堀
井
賢

一
郎
▽
橋
本
孝
明
▽
堤
賢
治

▼
京
都
府
消
防
協
会
綴
喜
支
部

長
表
彰
▽
矢
野
裕
之
▽
髙
取
信

太
▽
木
原
征
紀
▽
山
下
貴
志
▽

木
谷
直
充
▽
安
井
栄
作
▽
中
辻

優
輝
▽
小
山
明
男
▽
西
尾
光
平

▽
井
山
大
輔
▽
馬
場
達
也
▽
光

島
宏
樹
▽
水
谷
勇
基
▽
中
辻
健

▽
藤
田
弥
昌

▼
宇
治
田
原
町
長
表
彰
▽
品
田

亮
▽
大
嶋
貞
智
▽
奥
谷
智
之
▽

谷
口
真
哉
▽
山
内
悟
▽
奥
谷
雄

貴
▽
奥
田
維
洋
▽
大
北
翔
太
▽

谷
有
由
▽
原
田
賢
治

▼
宇
治
田
原
町
消
防
団
長
表
彰

▽
伊
藤
喜
徳
▽
大
嶋
宏
明
▽
牧

真
悟
▽
清
水
甚
平
▽
辻
井
崇
▽

大
江
祐
介
▽
辻
俊
輔
▽
谷
口
智

彦
▽
下
岡
禎
宏
▽
藤
居
知
弥
▽

内
藤
聖
也
▽
芳
村
知
樹
▽
堀
口

直
弥
▽
馬
場
匠
己
▽
藤
岡
大
志

▽
梅
原
勝
之
▽
上
辻
久
光
▽
木

元
一
智
▽
林
知
輝
▽
橋
本
哲
也

［
表
彰
を
披
露
さ
れ
た
受
章

者
］

▼
京
都
府
知
事
表
彰
・
功
労
章

▽
岩
﨑
智
行

▼
京
都
府
知
事
表
彰
・
永
年
勤

続
功
労
章
▽
横
田
安
俊
▽
佐
野

尚
生

▼
京
都
府
知
事
表
彰
・
精
励
章

▽
垣
口
敬
尚
▽
浅
田
眞
幸
▽
森

井
勝
勧
▽
木
元
英
雄

▼
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
・
精

績
章
▽
藤
野
太
士

▼
最
優
秀
賞
▽
谷
口
倖
生
（
維

孝
館
中
１
年
）
　

▼
優
秀
賞
▽
垣
口
都
花
（
宇
治

田
原
小
４
年
）
▽
佐
々
木
蓮

（
同
）
▽
八
田
麗
楽
（
同
）
▽

藤
野
彩
羽
（
同
）
▽
山
本
閏
太

（
同
）
▽
荒
川
奈
月
（
田
原
小

６
年
）
▽
髙
橋
鈴
愛
（
同
）
▽

坊
勇
一
郎
（
同
）
▽
赤
澤
愛
羅

（
維
孝
館
中
１
年
）
▽
西
山
七

海
（
同
）
▽
大
福
海
透
（
維
孝

館
中
２
年
）

総
務
課
（
☎
８
８
︲
６
６
３

１
）

（上）消防団全支部による一斉放水（中）団旗・
分団旗・部旗集合（下）防火ポスターコンクー
ル最優秀賞谷口倖生さん

■
優
良
消
防
団
員
表
彰
者

■
第
９
回
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
入
選
者

　救急車が現場へ到着するまでの間、その場に居合わせ
た方が応急手当（特に心肺蘇生法やＡＥＤの使用）をす
ることで救命率の向上につながります。
　この「救急感謝カード」は、救急現場で応急手当を実
施していただいた方に対して、感謝の気持ちと心理スト
レスを軽減するため救急隊から手渡します。
　尊い命を救うためにも勇気ある行動にご協力お願いし
ます。

応急手当実施に対する
「救急感謝カード」の配布について

　
住
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
全
面

改
修
し
、
オ
ム
ニ
コ
ー
ト
（
砂

入
り
人
工
芝
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

と
な
り
ま
し
た
。

利
用
申
請
　
住
民
体
育
館
で
受

付
（
要
印
鑑
・
火
曜
休
館
日
）

受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
５
時

利
用
可
能
時
間
　
午
前
９
時
～

午
後
10
時
ま
で
（
１
日
最
大
４

時
間
利
用
可
能
）

使
用
料
金
　
１
時
間
あ
た
り

１
，
０
０
０
円
（
町
内
在
住
・

在
勤
者
の
み
で
利
用
す
る
場
合

は
使
用
料
半
額
）

※�
照
明
が
必
要
な
場
合
は
、
別

途
１
時
間
あ
た
り
３
０
０
円

必
要

・

住
民
体
育
館
（
☎
８
８

︲
４
５
６
７
）

住
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

お陰様で５周年！ 生涯青春研究会の活動ご案内①
「歴史文化研究会」地元の歴史と文化をカタチに

①
交流会

②
勉強会

③
講演会

生涯青春研究会の出版担当「研人出版合同会社」
（創業2011年・設立2016年）☎＆Fax：0774-26-3211

◆創設：2013年3月・会員制導入2015年12月
（全国11支部・会員130名・役員21名）

◆目的：生涯青春に取り組み「生涯現役・
生涯健康」で楽しく社会貢献

◆活動：３つの会合で「交流・相互啓発」と
「仕事づくり・地域貢献」

『京都ゆうゆう宇治田原読本』執筆編集・3月発行

◆代表：田邉幸藏（宇治田原町銘城台19-10）

～健康は歯から～ ●まずはお電話でご予約を●

△火曜　午前9:00～12:00・午後2:00～7:00

中川歯科医院
8

歯 は

8-5
ご　予　約

489銘城台10-5

診療時間 月

午前 9：30～12：30 ○

午後 3：00～8：00 ○

火

△

△

水

○

－ ○

○

木 金

○

○ －

○

土 日／祝

－

－

衛生士・助手
▶雇用形態
正社員・アルバイト
＊初心者・新卒の方
　大歓迎

急募

　
主
な
変
更
点
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
建
築
面
積
の
縮
小（
庁
舎
棟
：

４
，
６
６
７
㎡
↓
３
，
８
２
３

㎡
、
保
健
セ
ン
タ
ー
・
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
棟
：
６
１

④
保
健
セ
ン
タ
ー
棟
の
構
造
変

更
（
鉄
骨
造
↓
木
造
）

　
ま
た
、
昨
年
12
月
23
日
に
開

催
し
た
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計

（
案
）
に
あ
た
っ
て
の
説
明
会

で
、『
財
政
計
画
を
公
表
す
べ

き
』
と
の
ご
意
見
が
あ
り
、
現

在
、
町
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
「
町
民
の
窓
」
で

も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、説
明
会
の
開
催
結
果
、

配
布
し
た
資
料
に
つ
い
て
も
町

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
資

料
の
郵
送
を
ご
希
望
の
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
引
き
続
き
、
住
民
の
み
な
さ

ん
へ
の
情
報
提
供
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
疑
問
や
ご
意
見
を
随
時

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課
（
☎

８
８
︲
６
６
１
６
）

新
庁
舎
建
設
事
業
に
向
け
て

　
　〜
新
庁
舎
平
面
計
画
の
見
直
し
〜

VOL.10

６
㎡
↓
５
９
４
㎡
、
合
計
８
６

６
㎡
の
縮
小
）

②
各
階
の
ト
イ
レ
個
数
の
縮
小

（
２
か
所
↓
１
か
所
）

③
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
個
所
の

縮
小
（
２
基
↓
１
基
）

　
昨
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
実
施
し
た
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計（
案
）の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
今
後
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
て
、
平
面
計
画
並

び
に
立
面
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。



うじたわら学び塾
冬季事業報告

　冬休みに開講した寺子屋「うじたわら学び塾」。「冬のまなび」「漢
字」「英語」をテーマに５つの講座を設け、延べ170名の子どもたち
が参加しました。
　厳しい寒さが続きましたが、「自ら学ぶ」意欲にあふれた参加者
たちで会場は熱気に包まれました。

寺子屋

　
今
回
の
「
冬
の
ま
な
び
」
は
、

「
書
き
初
め
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

と
「
お
し
ゃ
れ
な
ペ
ン
ケ
ー
ス

作
り
」
の
２
講
座
を
行
い
ま
し

た
。
書
き
初
め
で
は
、
日
本
の

伝
統
文
化
に
親
し
み
な
が
ら
習

字
の
上
達
を
目
指
し
、
力
強
い

作
品
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し

た
。
リ
サ
イ
ク
ル
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
利
用
し
た
ペ
ン
ケ
ー
ス
作

り
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な

ん
だ
飾
り
つ
け
を
楽
し
み
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
の
エ
コ
意
識

を
育
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
漢
字
」
と
「
英
語
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
座
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
検
定
試
験
対
策
を
行

い
ま
し
た
。
漢
字
学
習
で
は
、

プ
リ
ン
ト
と
向
き
合
い
講
師
に

積
極
的
に
質
問
し
、
参
加
者
同

士
で
教
え
合
う
姿
が
印
象
的
で

し
た
。
一
方
、
中
学
生
を
対
象

と
し
た
英
検
対
策
は
、
静
寂
の

中
、
問
題
や
リ
ス
ニ
ン
グ
Ｃ
Ｄ

を
繰
り
返
し
聞
い
た
り
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
を
相

手
に
本
番
を
見
据
え
た
面
接
練

習
を
熱
心
に
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
実
践
的
な
対
策
が

で
き
て
良
か
っ
た
と
い
う
声
が

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
　

教
育
委
員
会
（
☎
８
８
︲
５

８
５
０
）

①
姿
勢
を
正
し
て
一
文
字
ひ
と
文
字
て

い
ね
い
に
②
漢
字
検
定
に
挑
戦
③
個
性

豊
か
な
ペ
ン
ケ
ー
ス
が
完
成
④
わ
た
し

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ペ
ン
ケ
ー
ス

　
お
茶
の
京
都
博
エ
リ
ア
イ

ベ
ン
ト『
全
国
茶
香
服
大
会
』

が
本
町
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
国
内
で
初
め
て
と
な
る
茶

香
服
の
全
国
大
会
。
日
本
各

地
か
ら
参
加
者
が
集
い
ま

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
可
能

で
す
。
ぜ
ひ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

日
時
　
３
月
４
日
（
日
）
午

後
１
時
30
分
～
５
時（
予
定
）

会
場
　
Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ

宇
治
田
原
町
支
店
２
階
大
会

議
室

応
募
期
限
　
２
月
９
日
（
金
）

募
集
部
門
　

◆
一
般
の
部
＝
高
校
生
以
上

（「
茶
業
関
係
者
の
部
」
対

　
象
者
を
除
く
）

◆
子
ど
も
の
部
＝
中
学
生
以

下
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者

の
同
伴
が
必
要
）

◆
茶
業
関
係
者
の
部
＝
茶
生

産
農
家
、
茶
製
造
・
販
売
関

係
者
、
茶
道
サ
ー
ク
ル
会
員

な
ど
お
茶
と
関
わ
り
の
あ
る

方
及
び
各
種
茶
香
服
大
会
入

賞
者

募
集
人
員
　
１
６
０
名
（
申

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

応
募
方
法
　
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
性
別
・
年
齢
・
郵
便

番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
／

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
ま
た
は
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
／
参
加
部
門
を

記
入
の
う
え
、
次
の
方
法
で

申
込
み

①
ハ
ガ
キ
に
よ
る
申
込
み

日
本
緑
茶
発
祥
の
地
で

国
内
初
の
全
国
茶
香
服
大
会

〒
６
１
０
︲
０
２
８
９
住
所

記
入
不
要
　
宇
治
田
原
町
産

業
観
光
課
内
　
全
国
茶
香
服

大
会
係
宛

②
メ
ー
ル
に
よ
る
申
込
み

申
込
先
ア
ド
レ
ス
／

s
h
o
u
k
o
u
@
to
w
n
.

ujitaw
ara.lg.jp

③
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
申
込
み

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
／
８
８
︲
３
２

３
１

参
加
料
　
一
般
５
０
０
円
／

子
ど
も
３
０
０
円
（
大
会
当

日
の
受
付
時
に
徴
収
）

備
考
　
○
午
前
10
時
か
ら
別

会
場
（
住
民
体
育
館
ほ
か
）

で
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

○
大
会
当
日
の
配
席
は
実
行

委
員
会
で
決
定
○
大
会
当
日

の
参
加
受
付
不
可

宇
治
田
原
町
お
茶
の
京
都

実
行
委
員
会
事
務
局
（
産
業

観
光
課
内
☎
８
８
︲
６
６
３

８
）

お問合せはお近くのJA窓口又は渉外担当者へ

宇治田原町支店（0774）88－2034

①

②

③

④

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

事業名 おでかけ広場
10:00～正午
緑苑坂自治会館

豆まき

ノーバディーズ・パーフェクト・
プログラム

13:30～15:00
保健センター

子育て講座

時間
場所

内容

4 5 6 7 8 9 10

ネンネ広場/
いきいき孫育て事業
10:00～11:30
子育て支援センター

ベビーマッサージ

あそびの広場
10:00～正午
南公民館

布遊び

ノーバディーズ・パーフェクト・
プログラム

13:30～15:00
保健センター

子育て講座

11 12 13 14 15 16 17

建国記念日 振替休日 ヨチヨチ広場
10:00～正午
JA宇治田原町支店

おむすび作り

工作広場
10:00～正午
子育て支援センター

お楽しみ

ノーバディーズ・パーフェクト・
プログラム

13:30～15:00
保健センター

子育て講座

18 19 20 21 22 23 24

パパの子育て
応援事業

10:00～11:30
子育て支援センター

ヨガ

子育て相談
（要予約）
13:00～15:00
子育て支援センター

子育て相談

おでかけ広場
10:00～正午
みんなの家

わらべうた

おでかけ広場
10:00～正午
銘城台自治会館

パネルシアター

ノーバディーズ・パーフェクト・
プログラム

13:30～15:00
保健センター

子育て講座

25 26 27 28

健康体操
10:00～正午
総合文化センター

子育て講座

おでかけ広場
10:00～正午
保育所ホール

体育遊び

子育て支援
センター事業

2月

遊ぶ・学ぶ・集う場の「地域子育て支援センター」
お気軽にお越しください。
開設日時▶平日午前９：00～午後４：30
子育てに関する相談も受け付けています。子育て通信

　対 象 者
 ・ネンネ広場
　妊婦さんから７ヶ月くらいまでの親子

 ・ヨチヨチ広場
　８ヶ月から１才半くらいまでの親子

 ・妊婦さん広場
　妊婦さん、または、今後出産を希望される方

健康のお便り
Health　center 今月の

保健・予防案内
一般・乳幼児健康相談　 　［対象］全年齢
　14日㊌　午前９時30分～11時30分
離乳食教室　 　［対象］４か月～７か月児と保護者
　16日㊎　午前10時～正午
BCG予防接種　［対象］５か月～１歳未満
　21日㊌　午後１時15分～２時受付
幼児健康診査　［対象］生後１歳６～９か月
　27日㊋　午後０時50分～１時30分受付
乳幼児身体計測　 　［対象］小学校就学前まで
　27日㊋　午後２時30分～３時

　　　　　　　いずれも保健センター
　　　　　　　 ＝要予約

今月の
元気はつらつ！若返り塾

･ 保健センター ☎88−6636

場　　　所 日 時間
おやじエクササイズ
（総合文化センター） ９日㊎、23日㊎ 午前

高 尾 公 民 館 ８日㊍ 午後

郷 之 口 会 館 13日㊋ 午後

銘 城 台 自 治 会 館 21日㊌ 午前

荒木（やすらぎ荘） 22日㊍ 午後

南 公 民 館 16日㊎ 午後

岩 山 会 館 13日㊋ 午前

緑 苑 坂 自 治 会 館 ７日㊌ 午前

禅 定 寺 会 館 16日㊎ 午前

立 川 公 民 館 15日㊍ 午後

湯 屋 谷 会 館 27日㊋ 午前

奥 山 田 会 館 27日㊋ 午後

※午前＝午前10時～正午、午後＝午後２時～４時

地域子育て支
援センター

☎８８－６６２
２・FAX８８

－６６４６

場所

　認知症は、記憶力や判断力など大脳の機能が日常生活に支障をきた
すほど低下する病気の総称です。認知症には、最も多いアルツハイマー
型認知症をはじめ血管性認知症などさまざまな種類があり、それらが
混在することもあります。それぞれの症状が異なり、治る認知症もあ
るので、早めに専門医の診断を受けることが大切です。

①積極的に体を動かす
　定期的な運動が、認知症予防に最も効果があり
ます。できれば毎日、少なくとも２日に１度、20
～ 60分程度のウォーキングや水泳、スロージョギ
ングなどの有酸素運動を行うことが良いとされて
います。運動でなくとも、布団の上げ下ろしや洗濯、
買い物など、日常生活の中で積極的に体を動かす
と良いでしょう。
②食生活に気を付ける
　１日３食できるだけ決まった時間に、一汁三菜
の栄養バランスの良い食事をとりましょう。また、
脳に良いとされるアジやサバなどの青背の魚や緑
黄色野菜・果物を積極的に。食べ過ぎや塩分のと
り過ぎにも気を付け、お酒は控えめに、禁煙を。

③持病をコントロールする
　糖尿病や高血圧などの持病は認知症の発症を高
めます。できるだけそのような生活習慣病になら
ないように気を付け、持病のある方は主治医の指
示に従って治療を受けましょう。また運動や食事
制限のある方は、主治医に相談してください。
④老化に合わせた対応をする
　目や耳、歯、膝などが悪くなったら手術や義歯・
杖などの使用を。放置していると、脳への刺激が
減ったり、生活が不活発になり、認知症を招きや
すくなります。
⑤積極的にコミュニ
ケーションをとる
　積極的に人と交流したり、
趣味やボランティア、介護
予防教室に参加し、家から
出る機会を増やしましょう。

　子育ては幸せを感じる事も多いですが、しんどい事、
悩み事も多いですよね。一人で悩みそうになったら「地
域子育て支援センター」を利用してみてください。
　専門家や先輩ママと話す場、遊ぶ場、学ぶ場として
役立ててください。
・子育て相談日（毎月第３月曜日）　
・授乳育児相談（毎月最終水曜日）
・各種「広場」の開催
・子育てサービス利用支援
　その他、様々な事業を用意しています。「ママが幸
せなら子どもも幸せ」をコンセプトに子育てを応援し
ています。

お知らせ

保健センター ☎88−6636

認知症は予防できる？？

・あそびの広場
　１才半から就学前までの親子

 ・おでかけ広場
　妊婦さんから就学前までの親子、

　または、子育て支援に関心のある方

子育てサービス利用支援窓口
平日　８：３０～１７：１５

月曜日～金曜日

子育てサークル活動（10：00～）
ママ’sアクション　　 15日（木）　子育て支援センター
　　　　　　　　　　　27日（火）　保育所ホール
たんぽっぽサークル　 15日（木）　子育て支援センター
わらべうたサークル　 20日（火）　みんなの家

認知症の予防に効果的な５つのポイント

　町では認知症予防のための運動教室や認知症介
護者相談会等を実施しています。お気軽にお問い
合わせください。

授乳育児相談
２８日（水）１０：００～正午
子育て支援センター
（要予約）

一人で悩みを抱えていませんか？



申
告
書
類
の
事
前
作
成
と

早
め
の
提
出
を

←

税の申告をお願いします
税住民課☎88-6633

2月16日金～3月15日㊍
3月4日㊐、10日圡は休日受付

役場での受付

申
告
に
際
し
て
の
お
願
い

　
事
業
所
得
の
収
支
内
訳
書
、医
療
費
控
除
の
明
細
書
な
ど
は
、

あ
ら
か
じ
め
整
理
・
計
算
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
が

作
成
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
そ
の
場
で
受
付
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

収
支
内
訳
書
作
成
相
談
会

　
営
業
所
得
や
農
業
所
得
な
ど
収
支
内
訳
書
の
添
付
が
必
要
な

方
に
、
収
支
内
訳
書
の
書
き
方
に
つ
い
て
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
た
だ
し
、青
色
申
告
決
算
書
の
相
談
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

日
　
時
　
２
月
６
日
（
火
）
午
前
９
時
～
11
時

場
　
所
　
役
場
１
階
第
１
会
議
室

持
参
す
る
も
の

　�

収
支
内
訳
書
、
年
間
の
収
入
が
わ
か
る
資

料
や
経
費
が
わ
か
る
領
収
書
等

医
療
費
控
除
相
談
会

　
病
気
や
け
が
で
医
療
費
を
支
払
っ
た
方
が
、
ご
自
身
で
還
付

申
告
書
を
作
成
で
き
る
よ
う
に
、
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
２
月
７
日
（
水
）
午
前
９
時
～
11
時

場
　
所
　
役
場
１
階
第
１
会
議
室

持
ち
も
の
　�

医
療
費
の
明
細
書
ま
た
は
診
療
代
、
治
療
代
、

薬
代
等
の
領
収
書
（
平
成
29
年
中
に
支
払
っ
た

分
）

　
住
民
税
（
町
・
府
民
税
）、

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

の
申
告
受
付
を
行
い
ま
す
。
期

限
が
近
づ
く
と
窓
口
が
大
変
混

雑
し
ま
す
の
で
な
る
べ
く
早
く

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

期
間
　
２
月
16
日
（
金
）
～
３

月
15
日
（
木
）
の
平
日

休
日
の
受
付
　
３
月
４
日（
日
）、

10
日
（
土
）

受
付
時
間
　
午
前
８
時
45
分
～

午
後
４
時
30
分
（
正
午
～
午
後

１
時
除
く
）

場
所
　
役
場
１
階
第
１
会
議
室

▼
個
人
事
業
を
営
む
方
や
不
動

産
の
貸
付
・
売
却
、
配
当
な
ど

の
所
得
が
あ
る
方

▼
次
の
給
与
所
得
者
▽
給
与
収

入
が
２
，
０
０
０
万
円
を
超
え

る
▽
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得
金
額
の
合
計
が
20
万

円
を
超
え
る
▽
２
か
所
以
上
か

ら
給
与
を
受
け
て
い
る
方
な
ど

※�
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の

合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下

で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
全
部

が
源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
る

場
合
に
お
い
て
、
公
的
年
金

等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ

る
と
き
は
、
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

申
告
が
不
要
な
方
で
も
、
医

療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
を
受
け
る
場
合

や
、
年
度
途
中
の
退
職
等
で

年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い

場
合
な
ど
は
、
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
及
び
復
興
特
別

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
で
、

本
町
に
住
所
を
有
す
る
方
は
、

平
成
29
年
中
（
平
成
29
年
１
月

～
12
月
）
の
所
得
を
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
次
の
方

は
申
告
が
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
収
入
が
給
与
の
み
で
、
支
払

報
告
書
が
事
業
所
か
ら
提
出
さ

れ
て
い
る

▼
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る

▼
公
的
年
金
収
入
の
み
で
あ
る

※�

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
の
申
告
が
不
要
の
場
合
で

も
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ
る

場
合
あ
り
。
医
療
費
控
除
や

国
民
健
康
保
険
税
等
の
社
会

保
険
料
控
除
な
ど
、
源
泉
徴

収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

控
除
を
受
け
る
場
合
に
は
必

ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

平
成
29
年
中
に
所
得
が
な
い

方
も
、
国
民
健
康
保
険
税
や

介
護
保
険
料
の
算
定
な
ど
に

申
告
が
必
要
で
す
。

　
平
成
29
年
以
降
に
行
わ
れ
る

所
得
の
申
告
に
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
が
義
務
付
け
ら
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
確
定
申
告
書

等
の
提
出
時
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
確
認
書
類
と
身
元
確
認
書

類
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
税
務
署
ま
た
は
役
場
で
申

不
動
産
所
得
等
が
あ
る
方
）

▼
所
得
控
除
の
証
明
書
類
（
国

民
年
金
保
険
料
・
社
会
保
険
料
・

生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
等

の
支
払
証
明
書
、
医
療
費
の
領

収
証
、
明
細
書
等
）

▼
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
が
還
付
に
な
る
場
合
は
、
申

告
者
本
人
名
義
の
預
金
口
座
が

わ
か
る
も
の

※�

社
会
保
険
料
の
納
付
金
額
を

確
認
で
き
る
書
類
の
発
行
に

つ
い
て
、
国
民
健
康
保
険
税

と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
、
介
護
保
険
料
は
介
護
医

療
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
に

係
る
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

申
告
受
付
（
役
場
）

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
の
申
告
が
必
要
な
方

住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

事
前
作
成
と
早
め
の
提
出
を

申
告
が
不
要
な
場
合

告
さ
れ
る
場
合
は
、
写
し
の
添

付
は
不
要
で
す
が
、
確
定
申
告

書
を
郵
送
さ
れ
る
場
合
に
は
、

写
し
（
コ
ピ
ー
）
の
添
付
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

ご
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
本
人
確
認
書
類
　
①
番
号
確

認
書
類
（
通
知
カ
ー
ド
等
）
＋

②
身
元
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
等
）

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
は
②
は
不
要

▼
印
鑑

▼
平
成
29
年
中
の
収
入
金
額
等

の
わ
か
る
も
の（
源
泉
徴
収
票
・

支
払
調
書
等
）

▼
収
支
内
訳
書
（
事
業
所
得
・

申
告
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確

認
書
類
＋
身
元
確
認
書
類
を

ご
準
備
く
だ
さ
い

申
告
に
必
要
な
も
の

Webで
かんたんに確定申告書作成

↓

☎44－4141

宇治税務署
からの

お知らせ

宇治税務署以外の確定申告会場

期　　　　間 受　付　時　間 会　　　　場

2月6日（火）～9日（金）

午前９時～午後３時�
（正午～午後１時除く）�
�
※混雑の状況により早めに
受付を終了する場合があり
ます。

宇治市産業会館�
多目的ホール

2月6日（火）～9日（金） 木津川市山城総合文化センター
アスピア山城

2月13日（火）・14日（水） 京田辺市コミュニティホール

2月14日（水）・15日（木） 城陽市立福祉センター

2月14日（水）・15日（木） 八幡市文化センター

譲渡所得（土地・建物・株式等）の申告及び贈与税、相続税の申告は宇治税務署へ

〈メリット〉

☆税務署に出向く必要なし
　�作成した申告書等は印刷し、郵送等により税務署
に提出することができます。
☆いつでも利用可能
　�確定申告期間中は、自宅で24時間いつでも利用
できます。
☆自動で計算
　�毎年の税制改正に対応した自動計算機能により、
計算誤りのない申告書を作成することができま
す。
☆前年データが利用可能
　�作成した申告書等のデータを保存しておけば、翌
年の申告でも利用できます。

〈利用方法〉

①�自宅のパソコン等から「国税庁　確定申告書作成」
で検索し、「確定申告書等作成コーナー」にアク
セス
②�画面の案内に従って、金額等を入力し、申告書等
を作成
③�申告書等を印刷して郵送等により提出、または
e-Tax により送信

e-Tax や確定申告書等作成コーナーに関する
詳細は国税庁HP（www.nta.go.jp）をご参照
ください。

国税庁　確定申告書等作成

る
場
合
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
る
控
除
証
明
書

（
ハ
ガ
キ
）
を
必
ず
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　
平
成
29
年
分
の
申
告
か
ら
医

療
費
の
領
収
書
の
添
付
が
不
要

と
な
る
代
わ
り
に
、「
医
療
費

控
除
の
明
細
書
※
」
の
作
成
、

添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※�

明
細
書
の
様
式
は
国
税
庁
ま

た
は
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
い
た
だ
く
か
、
役
場

窓
口
で
事
前
に
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

　
健
康
の
維
持
増
進
と
疾
病
の

予
防
に
つ
い
て
、
一
定
の
取
組

み
（
健
診
や
予
防
接
種
等
）
を

行
っ
て
い
る
個
人
が
、
平
成
29

年
以
降
に
お
い
て
、「
ス
イ
ッ

チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
」
を
１
年
間

に
１
万
２
千
円
を
超
え
て
購
入

し
た
場
合
に
は
、
１
万
２
千
円

を
超
え
る
額
（
控
除
限
度
額
８

万
８
千
円
）
を
所
得
控
除
で
き

る
特
例
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

（
従
来
の
医
療
費
控
除
※
と
の

選
択
適
用
）

※�

従
来
の
医
療
費
控
除
　
自
身

や
家
族
の
た
め
に
医
療
費
を

支
払
っ
た
場
合
に
、
医
療
費

の
合
計
額
か
ら
保
険
金
な
ど

で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
を
差

し
引
き
、
そ
こ
か
ら
10
万
円

か
所
得
金
額
の
５
％
（
ど
ち

ら
か
少
な
い
額
）
を
差
し
引

い
た
額（
最
高
２
０
０
万
円
）

が
、
医
療
費
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

▼
税
務
署
や
町
か
ら
確
認
の
た

め
「
医
療
費
の
領
収
書
」
の
提

出
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
速
や

か
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
申
告
期
限
か
ら
５
年
間

は
自
身
で
保
管
が
必
要

医
療
費
控
除
が
変
わ
り
ま
す

注
意
点

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
の
特
例
が

選
べ
ま
す

▼
要
件
を
満
た
す
「
医
療
費
通

知
」（
医
療
費
の
お
知
ら
せ
）

の
原
本
を
添
付
す
る
こ
と
で
も

医
療
費
控
除
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
が
、
町
の
国
民
健
康
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
が
発
行

す
る
平
成
29
年
中
の
「
医
療
費

通
知
」
は
、「
医
療
費
の
額
」（
自

己
負
担
額
）
の
記
載
が
無
い
た

め
、
医
療
費
控
除
に
は
お
使
い

い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

　
次
の
場
合
は
宇
治
税
務
署
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
青
色
申
告
を
す
る
方

▼
土
地
、
建
物
、
株
式
な
ど
の

譲
渡
所
得
の
あ
る
方

▼
当
該
住
宅
に
お
い
て
初
め
て

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
る
方

▼
こ
の
ほ
か
、
町
職
員
で
の
判

断
が
難
し
い
場
合
は
、
宇
治
税

務
署
で
の
申
告
を
お
願
い
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

町
で
受
付
で
き
な
い
確
定
申
告

　
消
費
税
の
課
税
事
業
者
に
該

当
す
る
個
人
事
業
者
は
、
期
限

ま
で
に
、
平
成
29
年
分
の
「
消

費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確
定

申
告
書
」を
税
務
署
に
提
出
し
、

そ
の
税
額
を
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

期
間
　
２
月
16
日
（
金
）
～
３

月
15
日
（
木
）
の
平
日

受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後

４
時

日
曜
日
の
受
付
　
２
月
18
日
、

２
月
25
日

※�

２
月
15
日
以
前
の
受
付
は
で

き
ま
せ
ん
。

※�

混
雑
の
状
況
に
よ
り
、
終
了

時
刻
を
早
め
る
場
合
あ
り

※�

お
車
で
お
越
し
の
際
は
、
臨

時
駐
車
場
（
税
務
署
か
ら
西

宇
治
税
務
署
確
定
申
告
会
場

個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
は

４
月
２
日
（
月
）
ま
で

へ
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
及

び
復
興
特
別
所
得
税
の
納
期
限

は
３
月
15
日
（
木
）
で
す
。
申

告
書
の
提
出
後
に
、
納
付
書
の

送
付
や
納
税
通
知
等
に
よ
る
納

税
の
お
知
ら
せ
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
納
付
に
は
便
利
な
振

替
納
税
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

振
替
納
税
申
込
期
限
　
３
月
15

日
（
木
）

振
替
日
　
４
月
20
日
（
金
）

※�

振
替
納
税
の
場
合
に
は
領
収

証
書
が
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

書
面
に
よ
る
証
明
が
必
要
な

場
合
に
は
税
務
署
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　
左
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
税

理
士
に
よ
る
申
告
相
談
も
可
能

で
す
。

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
及

び
復
興
特
別
所
得
税
の
納
付

そ
の
ほ
か
の
確
定
申
告
会
場



暮らしの
情報

I N FO RMAT I ON

＝問合せ先　 ＝申込先

2月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

４ ５ ６ 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28

募

集

お
知
ら
せ

家
族
介
護
者
の
つ
ど
い

ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま
す

知
事
と
新
入
学
児
童
の
つ
ど
い

不
法
投
棄
や
っ
つ
け
隊

～
清
掃
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
～

←

相

談

身
体
障
が
い
者
相
談

自
衛
官
募
集

弁
護
士
に
よ
る
南
部
一
斉
無

料
法
律
相
談

　
介
護
は
家
族
だ
け
で
抱
え
る

時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ

介
護
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ
話
せ

る
こ
と
、
分
か
り
合
え
る
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
介
護

者
同
士
交
流
し
、
普
段
抱
え
て

い
る
悩
み
や
疑
問
を
話
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
「
認

知
症
の
人
と
家
族
の
会
」
か
ら

認
知
症
介
護
の
経
験
が
あ
る
相

談
員
を
招
い
て
お
話
を
聞
き
ま

す
。
認
知
症
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方

な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
男
性
介
護
者
も
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時

　
2
月
23
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所

　
保
健
セ
ン
タ
ー

・

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
８
８
︲
３
７
１
９
）

日
時

　
３
月
４
日
（
日
）
午
前

10
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

場
所

　
京
都
テ
ル
サ

対
象

　
今
年
４
月
に
小
学
校
に

入
学
す
る
児
童
が
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
（
兄
弟
も
参
加
可
）

内
容

　
知
事
と
一
緒
に
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
記
念
品
プ
レ
ゼ

ン
ト
な
ど

申
込
方
法

　
は
が
き
に
「
新
入

学
児
童
の
つ
ど
い
参
加
希
望
」

と
明
記
し
▼
住
所
▼
電
話
番
号

▼
保
護
者
氏
名
▼
新
入
学
児
童

及
び
同
行
す
る
兄
弟
姉
妹
の
名

前
、
フ
リ
ガ
ナ
、
生
年
月
日
、

性
別
▼
最
寄
駅
、
参
加
人
数
を

記
入
し
郵
送

申
込
期
限

　
２
月
９
日
（
金
）

・

母
子
家
庭
の
方
＝
京
都

府
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
（
☎

０
７
５
︲
２
２
３
︲
１
３
６

０
）
／
父
子
家
庭
の
方
＝
京
都

府
民
生
児
童
委
員
協
議
会
（
☎

０
７
５
︲
２
５
６
︲
７
０
８
３
）

※�

郵
送
先
は
い
ず
れ
も
〒
６
０

４
︲
０
８
７
４
京
都
市
中
京

区
竹
屋
町
通
烏
丸
東
入
る
清

水
町
３
７
５

　
住
民
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
府

産
業
廃
棄
物
協
会
、
府
、
町
等

が
連
携
し
、
ご
み
の
清
掃
活
動

を
行
い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん

の
力
で
、
ご
み
の
な
い
き
れ
い

な
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
３
月
14
日
（
水
）
午
後

１
時
30
分
～
４
時
（
雨
天
時
は

20
日
（
火
）
同
時
刻
に
順
延
）

活
動
場
所

　
田
原
川
河
川
敷

（
荒
木
橋
か
ら
蛍
橋
付
近
（
予

定
））

内
容

　
田
原
川
に
捨
て
ら
れ
て

い
る
ご
み
の
回
収

対
象

　
３
月
２
日
（
金
）
午
後

３
時
～
５
時
に
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
事
前
説
明
会
）
に

参
加
で
き
る
方

定
員

　
先
着
10
名

参
加
費

　
無
料

服
装
・
持
ち
物

　
汚
れ
て
も
構

わ
な
い
服
装
、帽
子
、長
靴
（
作

業
に
必
要
な
軍
手
や
袋
は
配
布
）

そ
の
他

　
参
加
者
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
（
加
入
費

は
府
で
負
担
）、
参
加
者
全
員

に
不
法
投
棄
や
っ
つ
け
隊
ロ
ゴ

入
り
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
進
呈

申
込
期
限

　
２
月
16
日
（
金
）

申
込
方
法

　
府
環
境
部
循
環
型

社
会
推
進
課
に
電
話

・

府
環
境
部
循
環
型
社
会

推
進
課
（
☎
０
７
５
︲
４
１
４

︲
４
２
２
８
）

募
集
種
目
と
資
格

①
幹
部
候
補
生
（
一
般
）
＝
20

歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
（
22
歳

未
満
は
大
卒
（
見
込
含
）。
修

士
課
程
修
了
者
（
見
込
含
）・

自
衛
官
等
は
28
歳
未
満
）

②
幹
部
候
補
生
（
歯
科
・
薬
剤

科
）
＝
専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）

20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
方
（
薬

剤
科
は
20
歳
以
上
28
歳
未
満
）

③
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）
＝

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

④
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
）
＝

18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等

を
有
す
る
方
（
資
格
に
よ
り
年

齢
の
上
限
あ
り
）

受
付
期
間

　
①
②
＝
３
月
１
日

（
木
）
～
５
月
１
日
（
火
）
③

④
＝
１
月
９
日
（
火
）
～
４
月

６
日
（
金
）

・

宇
治
地
域
事
務
所
（
☎

４
４
︲
７
１
３
９
）

日
時

　
整
形
外
科
＝
２
月
７
・

14
・
21
・
28
日
（
水
）
午
後
２

時
～
４
時
（
要
予
約
）

場
所

　
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン

タ
ー
城
陽
相
談
室
（
城
陽
市
中

芦
原
）

内
容

　
補
装
具
に
関
す
る
相
談

（
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
対

象
）・

福
祉
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
５
・
FAX
  ８
８
︲
３
２
３
１
）

日
時

　
２
月
15
日
（
木
）
午
後

１
時
～
４
時
（
要
予
約
、
先
着

順
）

場
所

　
役
場
２
階
第
２
会
議
室

相
談
時
間

　
１
人
30
分
以
内

相
談
枠

　
30
分
×
6
枠

備
考

　
高
齢
者
・
障
が
い
者
を

対
象
と
し
た
出
張
相
談
あ
り
。

希
望
す
る
場
合
は
、
２
月
13
日

（
火
）
ま
で
に
京
都
弁
護
士
会

（
☎
０
７
５
︲
２
３
１
︲
２
３

７
８
）へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

・

税
住
民
課
（
☎
８
８
︲

６
６
３
４
）

　
本
町
で
は
、
未
来
に
つ
な
が

る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
用
途
地
域
等
の
都
市
計
画

変
更
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
今

回
、
都
市
計
画
法
第
17
条
に
基

づ
く
都
市
計
画
（
案
）
の
縦
覧

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
な
お
、意
見
が
あ
る
場
合
は
、

平
成
29
年
度

　京
の
老
舗
表
彰

　

 

　
　
　
　
　
　㋙

　堀

　口

　商

　店

（
代
表
＝
堀
口
耕
造
さ
ん
）

	募集職種と資格
職　　種 応募資格

事務職員 高等学校卒業程度の学力を有する方
保育士助手 高等学校卒業程度の学力を有する方
学校図書館司書

各種免許（資格）等を有する方

小中学校講師
小中学校支援教員
放課後児童支援員
保育士
保健師
助産師
看護師
栄養士
歯科衛生士
介護支援専門員
社会福祉士

介護保険訪問調査員
介護支援専門員、保健師、看護師、介
護福祉士のいずれかの資格を有する方

給食調理員

―

清掃作業員
宿日直員
自動車運転手
図書館職員
放課後児童補助員
社会体育施設管理員

　
災
害
時
や
緊
急
時
に
備
え
た

効
果
的
な
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

を
検
討
す
る
た
め
、
屋
外
長
距

離
ス
ピ
ー
カ
ー
の
試
験
放
送
を

実
施
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
、
広
範
囲
で
断

続
的
に
試
験
放
送
が
流
れ
ま
す
。

　
災
害
等
と
お
間
違
え
に
な
ら

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時

　
２
月
20
日
（
火
）
午
前

11
時
00
分
～
午
後
３
時
00
分

※��

試
験
時
間
内
に
複
数
回
放

防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
（
屋
外

長
距
離
ス
ピ
ー
カ
ー
）
の
試

験
放
送
を
実
施

　
町
で
は
、
平
成
30
年
度
臨
時

職
員
の
登
録
者
を
左
表
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

対
象

　
平
成
30
年
４
月
１
日
現

在
に
お
い
て
満
18
歳
以
上
の
方

受
付
期
間

　
２
月
１
日
（
木
）

～
28
日
（
水
）

申
込
方
法

　
「
宇
治
田
原
町
臨

時
職
員
登
録
申
込
書
」（
顔
写

真
貼
付
の
こ
と
）
に
必
要
書
類

を
添
付
し
て
、
総
務
課
へ
提
出

登
録
申
込
書
は
役
場
に
あ
り
ま

す
の
で
事
前
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。
資

平
成
30
年
度
臨
時
職
員
（
ア

ル
バ
イ
ト
）
の
登
録
者
募
集

格
を
必
要
と
す
る
職
種
に
つ
い

て
は
、
免
許
証
・
資
格
証
明
書

等
の
写
し
が
必
要
で
す
。

登
録
・
採
用

①
登
録
＝
申
込
者
を
平
成
30
年

度
町
臨
時
職
員
登
録
者
名
簿
に

登
録
②
有
効
期
限
＝
平
成
30
年

４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31

日
③
採
用
＝
職
員
に
短
期
的
欠

員
等
が
生
じ
た
場
合
順
次
採
用

④
採
用
期
間
＝
必
要
に
応
じ
て

⑤
賃
金
＝
「
宇
治
田
原
町
臨
時

職
員
取
扱
規
程
」
に
基
づ
く

・

総
務
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
１
）

宇
治
田
原
都
市
計
画
（
案
）

縦
覧

期
間
満
了
日
ま
で
に
意
見
書

（
住
所
・
氏
名
を
記
載
）
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

都
市
計
画
の
内
容

　
用
途
地
域
、

地
区
計
画
、
公
園

対
象

　
本
町
の
住
民
及
び
利
害

関
係
人

縦
覧
及
び
意
見
書
の
提
出
期
間

　

２
月
１
日
（
木
）
～
15
日
（
木
）

ま
で
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分（
正
午
～
午
後
１
時
、

土
・
日
・
祝
日
除
く
）

意
見
書
の
提
出
方
法

　
持
参
ま

た
は
郵
送

縦
覧
場
所
・
意
見
書
提
出
先

　
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課
（
〒
６
１

０
︲
０
２
８
９
住
所
記
入
不
要
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課
・
建

設
環
境
課
（
☎
８
８
︲
６
６
１

６
）

平
成
30
年
度
小
・
中
学
校
施

設
利
用
団
体
の
登
録

下
水
道
受
益
者
負
担
金

第
４
期
分
納
入
の
お
願
い

下
水
道
接
続
の
奨
励
金
と

工
事
費
の
融
資
の
あ
っ
せ
ん

下
水
道
・
町
設
置
浄
化
槽
の
使

用
人
数
に
変
更
あ
れ
ば
届
出
を

↓
まちかどほっとナウ

Ujitawara  Town  Topics 

　荒木区在住の田原小学校５・６年生で構成されるキッズ防
火隊の7名が、消防団や区役員等とともに年末警戒の夜回り
に参加し、年末の寒い夜空に「火の用心」の大きく元気な声
が響き渡りました。
　キッズ防火隊は、小さい頃から防火・防災についての知識
を身に着けるために生まれました。
　また、キッズ防火隊は、京都市市民防災センターで、災害
の恐ろしさ、防災の大切さや災害時の対応について学んでいて、
夜回りの「火の用心」の呼びかけにも熱がこもっていました。

　１月９日（火）から町内の各小・中学校で第３学期が始ま
り、児童・生徒達は元気いっぱいで登校しました。
　田原小学校（＝森下廣二校長）に構える維孝館門は、町の
文化財に指定されており、田原小学校の前身である維孝館荒
木小学校の門として使われていたことから、140年以上の
歴史があります。
　今回、維孝館門は平成の大修理を終え、久々に登校してく
る生徒の安全を見守っていました。

荒木区「キッズ防火隊」
年末警戒

田原小学校　維孝館門
通り初め式

1／9

12／23

下
水
道
に
早
期
接
続
を

日
時
　
３
月
３
日
（
土
）
午
前

９
時
～
正
午

集
合
・
解
散
場
所
　
役
場
駐
車
場

講
師
　
エ
コ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
う
じ
た
わ
ら
　
副
会
長
　
阪

本
伊
三
雄
さ
ん

内
容
　
役
場
か
ら
荒
木
天
皇
谷

を
散
策
（
小
規
模
水
力
発
電
や

砂
防
ダ
ム
・
大
宮
神
社
な
ど
を

訪
ね
る
）

対
象
　
町
内
在
住
の
小
学
生

定
員
　
先
着
20
名
（
保
護
者
同

伴
）

宇
治
田
原
の
自
然
環
境
を
考

え
よ
う
～
春
の
生
き
物
観
察

と
文
化
財
を
訪
ね
て
～

平
成
30
年
度
放
課
後
児
童
健

全
育
成
施
設
（
元
気
っ
子
ク

ラ
ブ
）
入
所
申
請

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

５
つ
星
家
電
買
換
え
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

募
集
期
限
　
２
月
28
日
（
水
）

持
ち
物
　
水
筒
、
帽
子
、
タ
オ

ル
、
着
替
え
、
運
動
靴

・

社
会
教
育
課
（
☎
８
８

︲
５
８
５
０
）

対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者
の

み
で
構
成
す
る
10
名
以
上
の
団

体
で
営
利
等
を
目
的
と
し
な
い

※
毎
年
、
手
続
き
必
要

受
付
期
間
　
２
月
１
日
（
木
）

～
15
日
（
木
）
午
前
９
時
～
午

後
５
時
（
正
午
～
午
後
1
時
除

く
）
※
火
曜
日
休
館

申
込
み
　
所
定
の
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

備
考
　
許
可
書
を
発
行
後
、
施

設
を
利
用
で
き
ま
す
。

・

住
民
体
育
館
（
☎
８
８

︲
４
５
６
７
）

対
象
　
町
立
小
学
校
の
児
童

で
、
放
課
後
に
家
庭
で
必
要
な

保
護
が
受
け
ら
れ
な
い
児
童

申
請
書
の
配
布
　
▼
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
内
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
で
２
月
1
日
（
木
）
か

ら
配
布
▼
新
１
年
生
の
小
学
校

入
学
説
明
会（
２
月
２
日（
金
））

で
配
布
▼
元
気
っ
子
ク
ラ
ブ
に

備
付
け

入
所
決
定
　
申
請
書
に
基
づ
き

審
査
の
う
え
決
定

受
付
期
間
　
２
月
13
日
（
火
）

～
16
日
（
金
）
午
前
９
時
～
午

後
５
時
（
正
午
～
午
後
１
時
除

く
）

※�

16
日
（
金
）
は
午
後
７
時

ま
で
受
付

・

社
会
教
育
課
（
☎
８
８

︲
５
８
５
０
）

　
環
境
省
で
は
、
２
０
３
０
年

度
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
２
０
１

３
年
度
比
で
26
パ
ー
セ
ン
ト
削

減
す
る
と
い
う
目
標
達
成
の
た

め
、低
炭
素
製
品
へ
の
買
換
え
・

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
・
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
選
択
な
ど
、
地
球
温

暖
化
対
策
に
資
す
る
あ
ら
ゆ
る

「
賢
い
選
択
」
を
促
す
国
民
運

動
「CO

O
LCH

O
ICE

」
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と

し
て
、
今
年
度
よ
り
「
５
つ
星

家
電
買
換
え
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
ご
家
庭
の
家
電
製
品
を
省
エ

ネ
型
に
買
換
え
ま
た
は
交
換
し

ま
せ
ん
か
？
詳
し
く
は
環
境
省

Ｈ
Ｐ（http://ondankataisaku.

env.go.jp/coolchoice/

）を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

建
設
環
境
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
９
）

　
２
月
は
下
水
道
受
益
者
負
担

金
第
４
期
分
の
納
期
で
す
。
該

当
者
に
は
納
付
書
を
送
っ
て
い

ま
す
。
２
月
中
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。
年
払
い
や
一
括
払
い

を
希
望
す
る
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

上
下
水
道
課
（
☎
８
８
︲
３

３
３
７
）

【
下
水
道
普
及
促
進
奨
励
金
】

　
宅
前
の
下
水
管
工
事
が
完
了

後
、
下
水
道
の
接
続
工
事
を
す

る
方
に
、
奨
励
金
２
万
円
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

【
下
水
道
接
続
工
事
の
融
資

あ
っ
せ
ん
制
度
】

対
象
地
域
等
　
下
水
道
が
使
用

で
き
る
地
域
、
奥
山
田
・
高
尾

地
区
で
町
が
設
置
し
た
浄
化
槽

対
象
工
事
　
既
存
の
排
水
設
備

の
接
続
替
え
工
事

あ
っ
せ
ん
額
　
１
０
０
万
円
以

内返
済
方
法
　
48
か
月
以
内
の
元

利
均
等
月
賦
償
還

融
資
利
率
　
１
％

・

上
下
水
道
課
（
☎
８
８

︲
３
３
３
７
）

　
公
共
下
水
道
や
町
設
置
浄
化

槽
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
使

用
人
数
に
変
更
が
あ
れ
ば
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

　
水
道
水
以
外
の
井
戸
水
な
ど

を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
料
金

が
使
用
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。

上
下
水
道
課
（
☎
８
８
︲
３

３
３
７
）

　
公
共
下
水
道
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
利
用
さ
れ
な
け
れ
ば
、

本
来
の
目
的
を
果
た
せ
ま
せ

ん
。
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区

域
の
方
は
、
速
や
か
に
下
水
道

へ
接
続
す
る
こ
と
が
法
律
で
も

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
公
衆
衛

生
や
河
川
な
ど
の
水
質
改
善
の

た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
な
お
、
接
続
工
事
は
、
町
排

水
設
備
指
定
工
事
店
に
依
頼

し
、
事
前
に
許
可
を
受
け
て
か

ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

水
洗
化
相
談
窓
口

　
上
下
水
道
課
に
水
洗
化
工
事

（
排
水
設
備
の
接
続
替
え
）
の

相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
工
事
費
用
に
応
じ
た

「
融
資
の
あ
っ
せ
ん
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

上
下
水
道
課
（
☎
８
８
︲
３

３
３
７
）

ご協力ありがとうございました
　赤い羽根共同募金は、京都府共同募金会を通じて町社
会福祉協議会等に配分され、さまざまな事業に活用され
ます。また、歳末たすけあい運動の募金は、町社会福祉
協議会を通じて一人暮らしのお年寄りへのおせち料理の
配食や地域でのふれあいサロンの助成などに活用させて
いただきました。
＊�共同募金の使いみちは、ホームページ「赤い羽根データベース
はねっと」でご覧いただけます。

福祉課☎８８−６６３５
　社会福祉協議会☎８８−３２９４

■赤い羽根共同募金
982,415円

■歳末たすけあい募金
912,440円

〈広報モニター（荒木区）谷口茂弘さん〉

送
。
荒
天
時
は
２
月
27
日

（
火
）
に
延
期

試
験
ス
ピ
ー
カ
ー
設
置
場
所
　
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

試
験
放
送
内
容

「
た
だ
い
ま
、
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
の
テ
ス
ト
放
送
中
で
す
」

総
務
課（
☎
８
８
︲
６
６
３
１
）

大宮神社（荒木）



社協通信

今月のレシピ　「白菜のピザ風焼き」

（１人分）　エネルギー  165kcal　蛋白質  8.0g　脂質  8.4g
　　　　　カルシウム  138mg　塩分 0.7g

 今月の食改さん

露木喜代美さん
 第 4 班（岩山）

　卵と小麦粉は粉っ
ぽさがなくなるまで
よく混ぜ、白菜や他
の野菜とよくからま
せて焼き上げます。
　白菜をたっぷりと
食べられます。

作り方

①	白菜は３cm 幅の５mm くらいの大きさに
切る。
人参は３cm 幅の千切り、しいたけは薄切
にする。

②ボウルに卵を割り混ぜ合わせ、小麦粉も混
ぜ、①の野菜を入れて混ぜる。

③	フライパンに油を入れて熱し、②の生地
を入れて両面焼き、チーズをのせてとろ
けるまで焼く。

白菜は免疫力を高めるビタミン C を摂取でき、
高血圧予防が期待できるカリウムも含んでいます。

材　料

白菜…………………… 200ｇ
じゃこ……… 大さじ４（12ｇ）
人参…………… １/２本（40ｇ）
しいたけ…………………… ４枚
卵…………………………… １個
小麦粉…… １/２カップ（55ｇ）
ピザ用チーズ………… 大さじ８
油……………………… 大さじ１

（4人分）

食改の窓　No.203

　ふれあいサロンボランティアの交流の場。研修や情報交
換などを通じて、日頃のサロン運営の充実に役立てましょ
う�ふれあいサロンに興味関心のある方もご参加お待ちし
ています。

日　時　2月21日水　午後1時30分～４時
場　所　�老人福祉センター「やすらぎ荘」
内　容　第１部　「笑いヨガの講義と演習」

　　　　～笑いは前向きな生活への第１歩・
　　　　　認知症予防～
　　　　講師：ラフターヨガティーチャー
　　　　　　　　　　　　　　　　後藤加奈子氏
第２部　「サロンに役立つ情報交換」

締　切　2月9日金
・ 社会福祉協議会☎88−3294／ FAX88−4094

第７回ふれあいサロン交流会

まちかどほっとナウ
Ujitawara  Town  Topics 

　子育て支援センターの事業で南公民館をお借りして正月あ
そびをしました。遊びに来た子どもさんは、羽子板で羽根つ
きを行い、わらべ歌を歌いながらお手玉で遊びました。
　また、当日は外に積もっていた雪を素手で触って、感覚を
楽しんでいました。

　町内各地で冬の風物詩とんど焼きが行われました。
　とんどは、正月のしめ縄や松飾り、一年お世話になった古
いお札を焚き上げ、今年一年間の家内安全、無病息災を祈願
するものです。また、この火で書き初めを焚き炎が天高く舞
い上がれば、字が上達するといわれています。

羽子板コンコンおじゃみポンポン
正月あそび

今年一年の無病息災を願って
各地でとんどさん

1／11

※写真は１月14日（日）岩山区でのとんど

町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

（
水
道
工
事
）

▼
（
株
）
藤
野
設
備
工
業
（
京

都
市
伏
見
区
・
☎
０
７
５
︲
６

０
２
︲
７
４
７
９
）

上
下
水
道
課
（
☎
８
８
︲
３

３
３
７
）

給
水
装
置
工
事
業
者
の
追
加

指
定

　
宇
治
市
、
城
陽
市
、
久
御
山

町
、宇
治
田
原
町
に
所
在
す
る
、

も
の
づ
く
り
企
業
（
製
造
業
）

の
う
ち
、
主
に
正
社
員
の
未
経

験
者
を
募
集
す
る
企
業
を
対
象

と
し
た
企
業
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
も
の
づ
く
り
に
興
味
が
あ

り
、
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
15
日
（
木
）
午
後

１
時
～
３
時
30
分
（
受
付
午
後

０
時
30
分
～
）

場
所
　
京
都
テ
ル
サ
東
館
２
階

も
の
づ
く
り
企
業
説
明
会

セ
ミ
ナ
ー
室

参
加
企
業
　
も
の
づ
く
り
企
業

約
20
社

主
催
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
治
、

京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

共
催
　
宇
治
市
、
城
陽
市
、
久

御
山
町
、
宇
治
田
原
町
、
宇
治

商
工
会
議
所
、
城
陽
商
工
会
議

所
、
久
御
山
町
商
工
会
、
宇
治

田
原
町
商
工
会

参
加
費
　
無
料

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
治
職
業
相

談
部
門
（
☎
２
０
︲
８
６
１

９
）、京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
（
☎

０
７
５
︲
６
８
２
︲
８
９
１

５
）

対
象
制
度

京
都
府
中
小
企
業
融
資
制
度

・
小
規
模
企
業
お
う
え
ん
資
金

・
あ
ん
し
ん
借
換
資
金
（
緊
急

枠
）

対
象
　
平
成
29
年
中
に
利
用
し

た
方
（
年
２
回
以
上
融
資
を
受

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ

保
証
料
補
給
制
度
の
お
知
ら
せ

け
た
場
合
は
い
ず
れ
か
１
回
）

申
請
期
限
　
２
月
28
日
（
水
）

※�
町
税
の
滞
納
な
し
な
ど
の
交

付
要
件
あ
り
。
交
付
対
象
の

可
能
性
あ
り
と
確
認
し
た
方

に
は
別
途
通
知

・

産
業
観
光
課
（
☎
８
８

︲
６
６
３
８
）

　
町
民
税
非
課
税
の
世
帯
で
、

❶
母
子
・
父
子
世
帯
❷
児
童
世

帯
❸
障
が
い
者
世
帯
❹
長
期
療

養
者
世
帯
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
、
高
校
新
１
～
３
年
生
に

奨
学
金
を
支
給
し
ま
す
。
要
件

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
　
２
月
28
日
（
水
）

・

府
山
城
北
保
健
所
綴
喜

分
室
（
☎
６
３
︲
５
７
４
５
）

／
健
康
児
童
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
６
）

平
成
30
年
度
京
都
府
高
校
生
給

付
型
奨
学
金
等
第
１
次
申
請

　
介
護
・
福
祉
の
仕
事
の
合
同

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
就
職
フ
ェ
ア

就
職
説
明
会
で
す
。

　
約
１
０
０
法
人
が
出
展
し
ま

す
。

日
時
　
３
月
４
日
（
日
）
正
午

～
午
後
５
時

場
所
　
メ
ル
パ
ル
ク
京
都
５
・

６
階

対
象
　
学
生
（
２
０
１
９
年
卒

業
予
定
者
）、一
般
求
職
者
（
未

経
験
者
可
）

福
祉
職
場
就
職
フ
ェ
ア
実
行

委
員
会
（
☎
０
７
５
︲
２
５
２

︲
６
２
９
７
）

　
医
療
費
の
節
約
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
（
上
手
な
お
医
者
さ

ん
や
薬
局
と
の
付
き
合
い
方
な

ど
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
ひ
と
つ
の
病
気
で
お
医
者
さ

ん
を
あ
ち
こ
ち
変
え
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

　
同
じ
疾
病
で
次
々
と
お
医
者

さ
ん
を
変
え
て
受
診
す
る
と
、

そ
の
つ
ど
初
診
料
が
か
か
り
ま

す
。
信
頼
で
き
る
か
か
り
つ
け

国
民
健
康
保
険
だ
よ
り

医
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
か
か
り
つ
け
薬
局
が

あ
る
と
複
数
の
医
療
機
関
で
受

診
し
た
場
合
に
、
処
方
箋
を
一

括
し
て
管
理
で
き
、
薬
の
重
複

や
飲
み
合
わ
せ
の
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
必
要
以
上
の
服
用
を
避
け

る
こ
と
も
で
き
、
結
果
と
し
て

薬
代
の
節
約
に
も
な
り
ま
す
。

◎
時
間
外
診
療
を
避
け
ま
し
ょ

う　
時
間
外
受
診
は
診
察
料
に
割

増
料
金
（
時
間
外
加
算
・
深
夜

加
算
）
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

急
病
で
な
い
限
り
時
間
外
受
診

は
控
え
ま
し
ょ
う
。

◎
日
頃
か
ら
の
健
康
管
理
を
心

が
け
ま
し
ょ
う

　
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

日
頃
か
ら
の
早
寝
早
起
き
、
禁

煙
、
節
酒
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
、
適
度
な
運
動
な
ど
健
康

管
理
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
か
ぜ
な
ど
の
ウ
ィ
ル←

不
妊
治
療
等
助
成
制
度

お知らせ

まちかどほっとナウ
Ujitawara  Town  Topics 

　縁たたきは、高尾地区で古くから続けられている伝統行
事です。阿弥陀寺の本堂にまつられている薬師如来が荒行
を好んだことから、里人たちが青竹を叩いて薬師如来を喜
ばせた風習が今日に続いています。
　当日は、地元住民をはじめ、散策に訪れた方も参加し、
高らかな竹の音を山里に響かせていました。

　うぐいす宇治田原幼稚園（＝堀陽子
園長）では、たこあげ大会が行われま
した。
　まだ雪の残る園庭で、園児たちは自
作のたこを空高くあげるため、元気
いっぱい駆け回っていました。
　岩澤大河くん（６歳）は「たこにド
ラえもんと音符の絵を描いた。たこあ
げはすごくおもしろいので、家に帰っ
ても遊びたい」と話していました。

青竹が鳴り響く
高尾・縁たたき

グングンあがれ
ぼくのたこ

1／15

1／14

ス
に
感
染
し
な
い
よ
う
外
出
先

か
ら
帰
っ
た
と
き
は
も
ち
ろ

ん
、
家
庭
内
に
か
ぜ
の
症
状
が

あ
る
人
が
い
る
と
き
は
、
手
洗

い
・
う
が
い
を
こ
ま
め
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

◎
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活

用
し
ま
し
ょ
う

　
町
で
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
差
額
通
知
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
40
歳
以

上
で
生
活
習
慣
病
や
慢
性
疾
患

に
使
用
さ
れ
る
先
発
医
薬
品
を

１
か
月
に
２
週
間
分
以
上
処
方

さ
れ
て
い
る
方
で
、
切
り
替
え

に
よ
り
月
３
０
０
円
以
上
の
軽

減
効
果
が
見
込
ま
れ
る
方
を
対

象
と
し
て
個
別
に
お
知
ら
せ
を

年
４
回
送
付
し
て
い
ま
す
。

介
護
医
療
課
（
☎
８
８
︲
６

６
１
０
）

↓

講

座

日
時
　
２
月
２
日
（
金
）
午
前

10
時
30
分
～
午
後
３
時

場
所
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
　

研
修
室
２
（
事
前
申
込
不
要
）

①
リ
ユ
ー
ス
着
物
の
譲
渡

一
着
に
つ
き
　
５
０
０
円

②
ガ
ラ
ス
教
室
﹁
ミ
ニ
・
リ
ー

ス
の
絵
付
け
﹂

費
用
　
無
料

定
員
　
先
着
50
名

城
南
衛
生
管
理
組
合
　
エ

コ
・
ポ
ー
ト
長
谷
山
（
☎
５
６

︲
５
５
５
６
）（
水
・
木
曜
日

休
館
）

リ
ユ
ー
ス
着
物
の
譲
渡
及
び

リ
サ
イ
ク
ル
ガ
ラ
ス
教
室

町立図書館　☎88−5852

休館日
　6・13・20・27日（火）
　14日（水・振替休館）
　22日（木・館内整理日）
おはなし会
　①10日（土）11：00～
　②24日（土）11：00～

「絵本のじかん」交流会
　22日（木）10：00～

今月の予定

『
フ
ァ
イ
ト
』佐

藤
賢
一
・
著

　
ボ
ク
シ
ン
グ
の
ヘ
ビ
ー

級
王
者
は
「
最
強
」
の
ボ

ク
サ
ー
と
称
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ベ

ル
ト
を
３
度
も
手
に
し
た

男
が
モ
ハ
メ
ド
・
ア
リ
。

　
圧
倒
的
劣
勢
を
予
想
さ

れ
た
リ
ス
ト
ン
戦
。
15
ラ

ウ
ン
ド
の
死
闘
で
史
上
最

高
の
世
界
戦
の
ひ
と
つ
フ

レ
ー
ジ
ャ
ー
戦
。「
キ
ン

シ
ャ
サ
の
奇
跡
」
と
呼
ば

れ
た
フ
ォ
ア
マ
ン
戦
。
引

退
を
撤
回
し
て
新
王
者
に

挑
ん
だ
ホ
ー
ム
ズ
戦
。

　
伝
説
の
名
フ
ァ
イ
ト
４

試
合
、
全
ラ
ウ
ン
ド
完
全

収
録
で
ど
う
ぞ
。

図書館リサイクル市
　保存期間の過ぎた雑誌、図書館で使用
しなくなった本を、自由にお持ち帰りい
ただけます。

日　時　2月18日日　�午前10時～
　　　　※本が無くなり次第終了
会　場　総合文化センター　研修室1
備　考　　
・�当日は午前9時45分から会場前で整
理券を配布
・�混雑を避けるため、開始時は入場制限
をかける場合があります。
・1回の入場につき10冊まで(再入場可)
・�雑誌や本を入れて帰るバックをご持参
ください。

『
こ
ん
な
家
に

　
　す
ん
で
た
ら
』

ジ
ャ
イ
ル
ズ
・

　
　

ラ
ロ
ッ
シ
ュ
・
作

　
世
界
に
は
「
ど
う
し
て

こ
ん
な
ふ
う
に
建
て
た

の
？
」
と
思
う
家
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
海
面
の
上
に
浮
か
ん
だ

家
、
い
く
つ
か
の
家
が
集

ま
っ
て
お
城
み
た
い
に

な
っ
た
家
、
は
し
ご
が
な

い
と
中
に
入
れ
な
い
家
⋮
。

　
そ
ん
な
世
界
各
地
の
特

殊
な
家
が
、
美
し
い
ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
見
事
に

再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

�

不
妊
治
療
等
に
か
か
っ
た
医

療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
　
次
の
条
件
を
全
て
満
た

す
方

①
本
町
に
住
所
を
有
す
る
夫
婦

（
人
工
授
精
の
助
成
を
申
請
さ

れ
る
場
合
は
、
婚
姻
の
届
出
を

し
て
い
る
夫
婦
に
限
る
）

②
各
種
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る

③
生
活
保
護
に
よ
る
扶
助
を
受

け
て
い
な
い
世
帯

対
象
治
療

①
医
療
保
険
適
用
の
不
妊
治
療

と
医
療
保
険
適
用
外
の
人
工
授

精②
医
療
保
険
適
用
の
不
育
症
の

原
因
特
定
検
査
と
不
育
症
の
治

療※�

特
定
不
妊
治
療（
体
外
受
精
、

顕
微
授
精
、男
性
不
妊
治
療
）

に
対
す
る
助
成
制
度
は
京
都

府
が
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
府
Ｈ
Ｐ
「
不
妊
に

悩
む
方
へ
の
助
成
事
業
等
に

つ
い
て
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

助
成
額

医
療
費
の
自
己
負
担
額
の
１
／

２
で
、
次
の
上
限
額
ま
で
を
助

成

①
単
年
度
で
６
万
円
（
人
工
授

精
を
含
む
場
合
は
10
万
円
）

②
１
回
の
妊
娠
に
つ
き
10
万
円

申
請
期
限
　
治
療
日
翌
日
か
ら

１
年
以
内

※�

申
請
書
等
様
式
は
町
Ｈ
Ｐ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

不
妊
治
療
等
の
相
談
窓
口

　
「
妊
娠
出
産
・
不
妊
ほ
っ
と

コ
ー
ル
」（
き
ょ
う
と
子
育
て

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内
）

専
任
の
助
産
師
が
不
妊
（
不
育

を
含
む
）
や
妊
娠
出
産
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
毎
週
月

曜
日
～
金
曜
日
　
午
前
９
時
15

分
～
午
後
１
時
15
分
／
午
後
２

時
～
４
時
（
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）（
☎
０
７
５
︲
６
９

２
︲
３
４
４
９
）

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
８
８
︲
６
６
２
２
）

対
象
　
町
内
に
在
住
し
、
高
等

学
校
（
専
修
学
校
、
各
種
学
校

含
む
）
に
通
学
を
し
て
い
る
生

高
校
通
学
費
補
助
平
成
29
年

度
３
学
期
分
の
申
請
受
付

徒
の
保
護
者
（
支
給
期
間
は
中

学
校
卒
業
後
３
年
間
）

　
今
回
は
、「
平
成
29
年
度
３

学
期
分
」
及
び
「
平
成
27
年
度

１
学
期
分
か
ら
の
未
申
請
分
」

を
対
象
と
し
ま
す
。

補
助
金
額
　
バ
ス
乗
車
場
所
、

通
学
方
法
（
定
期
券
の
有
無
）、

世
帯
の
所
得
状
況
に
応
じ
て
補

助
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

提
出
書
類
　
①
申
請
書
②
▼
通

学
定
期
券
で
通
学
＝
定
期
券
の

写
し
（
各
学
期
・
各
月
分
）
▼

他
の
手
段
で
通
学
＝
学
生
証
の

写
し

※�

定
期
の
写
し
を
紛
失
し
た
場

合
、
そ
の
期
間
の
補
助
率
は

低
く
な
り
ま
す
。

※�

町
外
の
寮
・
下
宿
な
ど
か
ら

通
学
し
て
い
る
場
合
は
補
助

対
象
外
と
し
ま
す
。

※�

定
期
券
の
写
し
が
無
い
場

合
、
卒
業
年
次
の
３
月
分
は

補
助
対
象
外
と
し
ま
す
。

※�

申
請
書
は
、
教
育
委
員
会
、

役
場
１
階
、
京
都
京
阪
バ
ス

定
期
券
販
売
窓
口
に
備
付

け
。
教
育
委
員
会
Ｈ
Ｐ
掲
載

申
請
期
間
　
３
月
１
日
（
木
）

～
30
日
（
金
）

・

学
校
教
育
課
（
☎
８
８

︲
５
８
５
０
）



【町の位置】北緯34度51分東経135度51分海抜118メートル（役場）【町の面積】58.16平方キロメートル

くとうてん

　今月の９日に待ちに待った
第23回冬季オリンピックが開
幕します。今回のオリンピッ
クには、地元京都から今年成
人を迎えられた宮原知子選手
（フィギュアスケート女子）
が出場されます。
　韓国・平

ピョンチャン

昌とは時差がない
ことから大変応援しやすい大
会です。日本のメダルラッ
シュに期待しています。

（Ｈ）
　　　　　▶元気のヒケツ（80歳以上）　「写真」に、「氏名（ふりがな）」、「年齢」、「元気の秘訣（50文字以内）」、「電話番号」を添えて、郵便かＥメール。ご希望があれば、広
報担当者が写真撮影に伺います。▶わが家のアイドル（乳幼児）　写真と、子どもの「氏名（ふりがな）」・「年齢（〇歳〇か月）」、「メッセージ（25文字以内）」をお送りください。
■ 投稿先　総務課広報 ☎88－6631　〒610－0289（住所記入不要）　Ｅメール info@town.ujitawara.lg.jp

投稿募集中

伊藤
こ う き

輝ちゃん（8歳）・美
み ち る

智瑠ちゃん（6歳）

竜
りゅうき

輝ちゃん（3歳）・隼
と し き

輝ちゃん（1歳8か月）

　伊藤　百
も も か

叶ちゃん （７歳）

　　　百
ゆ り か

合叶ちゃん （９ヶ月）

岡本　凜
り お

桜ちゃん （１歳） 今西　柚
ゆ ず る

琉ちゃん （1ヶ月）

大きくなっても仲良し姉妹でいてね！

お誕生日おめでとう‼
これからも笑顔で元気一杯に育って
ね。

わが家に新しく仲間入り☆
すくすく大きくなってね！

竜ちゃん１月ハッピーバースデー♪美智瑠
２月ハッピーバースデー♪合同誕生会に
なったけど兄妹仲良く育ってください。成
長嬉しいです。Byパパ、かあちゃん

わが家のアイドル。

語り
ゆめがたり

Dream�come�true❻

宇治田原小学校６年
春田　奈緒さん

My Dream

Haruta	Nao

立派な先生に私はなりたい
の夢は、小学校の先生になることです。
この夢を持ち始めたきっかけは、私が２年生の時に、

尊敬できる先生に出会い、たくさんのことを教えてもらっ
たことです。
　その先生は、いつもは笑っているけど、いけないところ
は、しっかりと叱ってくださり、良いところは、たくさん
ほめてくれます。私はこの先生にあこがれて、先生になり
たいと思い始めました。
　将来、先生になるために私が今心がけていることは、人
の話をしっかりと聴くことです。
　先生は、色んな個性を持った児童・生徒を教える立場に
あり、それぞれの個性を見極め、それに合った指導をする
必要があることから、その人を知るために、人の話に耳を
傾けることを今から意識しています。
　私の今の得意な教科は、社会の歴史です。これからも、
得意な教科をもっとのばしていきたいです。
　また、苦手な教科は頑張って克服し、将来自分が先生に
なった時に、苦手な教科がある子どもに寄り添い苦手を克
服する喜びを教えたいと思います。

私

当日お贈りした記念品をお渡しします。２月28日（水）までに総合文化センター内社会教育課（☎88‐ 5850）にご連絡ください。
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。
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成人式を欠席された方へ

はたちの抱負世界に通用す
るかっこいい
大人になる。

守山航平

今を大切に
生きる。

橋本琴乃

謙虚に生き
る。

西川友梨

頼りにされ
る大人にな
る。

中川開富

誰からも尊
敬される大
人になる。

久居　純

お金持ちに
なる。

中嶋仁聖

即断即決で
きる大人に
なる。

奥村　渡 歌手になる！！
杉村尚哉

新成人　125名が新たな門出


